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南小谷駅前物産展の開催について
～紅葉渓谷美「秋彩・大糸線の旅」～
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食の秋・蕎麦編
～美味しいお蕎麦の茹で方について～
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小谷村では初のビール醸造所「HAKUBA  BEER  GARAGE」が誕生



　
大
糸
線
65
周
年
を
記
念
し
、
え
ち
ご
ト

キ
め
き
鉄
道
の
「
雪
月
花
」
と
Ｊ
Ｒ
東
日

本
の
「
リ
ゾ
ー
ト
ビ
ュ
ー
ふ
る
さ
と
」
に

乗
車
し
て
紅
葉
の
渓
谷
を
楽
し
む
「
秋
彩
・

大
糸
線
の
旅
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
れ

に
伴
い
、
南
小
谷
駅
前
広
場
に
て
物
産
展

を
開
催
し
ま
す
。

(1)
エ
キ
ナ
カ
写
真
展
の
開
催

　
南
小
谷
駅
内
に
て
村
民
の
皆
様
か
ら
収

集
し
た
大
糸
線
の
写
真
を
展
示
い
た
し
ま

す
。
駅
構
内
に
昔
の
写
真
か
ら
現
在
の
写

真
ま
で
あ
ら
ゆ
る
情
景
の
中
を
走
る
大
糸

線
の
雄
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

(2)
駅
前
広
場
に
よ
る
物
産
展
の
開
催

　
南
小
谷
駅
前
広
場
に
て
、
村
内
事
業
者

様
を
中
心
と
し
た
物
産
展
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
直
売
所
な
ど
の

地
元
産
品
を
活
用
し
た
商
品
の
販
売
や
振

る
舞
い
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

（3）　広報おたり　令和４年 11 月号 広報おたり　令和４年 11 月号（2）

(3)
大
糸
線
沿
線
自
治
体
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
南
小
谷
駅
に
大
集
合

　
大
糸
線
沿
線
に
位
置
し
て
い
る
市
町
村

の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
南
小
谷

駅
に
一
堂
に
集
結
し
ま
す
。
写
真
撮
影
や

ふ
れ
あ
い
も
可
能
で
す
。

(4)
駅
構
内
及
び
駅
前
広
場
で
の
音
楽
演
奏

　
列
車
が
到
着
し
た
際
に
、
駅
ホ
ー
ム
に

て
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
等
の
演
奏
を
行
い
ま

す
。
駅
前
広
場
で
は
、
会
場
を
盛
り
上
げ

る
た
め
の
音
楽
の
提
供
も
行
わ
れ
ま
す
。

(5)
特
急
あ
ず
さ
の
車
内
内
覧
会
の
開
催

　
村
内
の
お
子
様
を
対
象
に
、
列
車
内
内

覧
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

 

・
南
小
谷
駅
前
の
広
場
を
車
両
進
入
禁
止

と
し
ま
す
。
お
車
で
お
越
し
の
場
合
は

姫
川
砂
防
事
務
所
の
駐
車
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

 

・
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
伴
い
バ
ス
停
を
南
小

谷
駅
前
村
営
駐
車
場
に
移
動
し
ま
す
。

ご
乗
車
の
際
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
一
部
列
車
の
運
行
時
間
が

重
な
っ
て
し
ま
い
運
休
と
な
り
ま
す

が
、
臨
時
バ
ス
を
手
配
し
対
応
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
観
光
地
域
振
興
課
観
光
商
工
係

　
　
８
２
‐
２
５
８
５

小
谷
村
地
域
商
品
券

  

（
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
）

　
小
谷
村
地
域
商
品
券
（
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
）
を
ご

購
入
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
お

知
ら
せ
で
す
。

　
商
品
券
の
使
用
期
限
は

令
和
４
年
12
月
31
日
（
土
）

ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
使
用
期
限
ま
で
に
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

　
商
品
券
が
利
用
で
き
る
店

舗
は
小
谷
村
商
工
会
の
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。
随
時
更
新
さ
れ

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
観
光
地
域
振
興
課

　
集
落
支
援
係

　
　
８
２
‐
２
５
８
９

https://otari-sci.com/
gift-select/gift-user/

登録店舗は
コチラから

物
価
高
騰
対
策

２つのリゾート列車でつながる
紅葉渓谷美「秋彩・大糸線の旅」
　　　　　　　　が開催されます

　
こ
の
度
、
小
谷
村

保
育
園
は
信
州
や
ま

ほ
い
く
認
定
制
度
に

申
請
し
、
令
和
４
年

10
月
１
日
付
で
「
信

州
型
自
然
保
育
認
定

園
」
と
し
て
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
信
州
や
ま
ほ
い
く

と
は
「
信
州
の
豊
か

な
自
然
環
境
と
多
様

な
地
域
資
源
を
活
用

し
た
、
屋
外
を
中
心

と
す
る
様
々
な
体
験

活
動
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
る
保
育
・
幼

児
教
育
」
で
す
。

　
小
谷
村
保
育
園
で

は
、
日
常
の
保
育
で

積
極
的
に
屋
外
で
の

体
験
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
今
以

上
に
子
ど
も
の
五
感
を
刺
激
し
非

認
知
能
力
を
育
め
る
よ
う
、
ま
た

子
ど
も
た
ち
が
成
長
し
、
人
生
の

困
難
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
き
に
も
小

谷
村
の
景
色
や
友
だ
ち
と
の
思
い

出
が
生
き
て
い
く
杖
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
思
い
か
ら
申
請
し
ま

し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
小
谷
村
保
育
園

　
　８
２
‐
２
１
７
０

宝
く
じ
助
成
金
に
よ
り

消
防
団
活
動
備
品
を
購
入
整
備
し
ま
し
た

　
市
町
村
振
興
く
じ
（
サ
マ
ー

ジ
ャ
ン
ボ
）
の
収
益
を
財
源
と
し

て
、
公
益
財
団
法
人
長
野
県
市
町

村
振
興
協
会
が
実
施
し
て
い
る
地

域
活
動
助
成
事
業
を
活
用
し
、
消

防
団
活
動
備
品
を
購
入
し
ま
し

た
。

　
小
谷
村
消
防
団
に
配
備
し
、
火

災
現
場
等
に
お
け
る
団
員
の
負
担

軽
減
及
び
安
全
確
保
、
機
能
向
上

に
役
立
て
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
社
会

貢
献
広
報
事
業
の
一
環
と
し
て
、

地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
住
民

福
祉
の
向
上
を
目
的
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

購
入
備
品

　背
負
い
式
消
火
器
具
（
バ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
）
　24
機

　
※
主
に
中
山
間
地
域
で
の
初
期
消
火
、
延
焼
食
い
止
め
に
迅
速
に

対
応
で
き
る
よ
う
配
備
し
ま
す
。

南
小
谷
駅
前
物
産
展

日
時
　
11
月
26
日
（
土
）

　
　
　
午
前
11
時
30
分
～
午
後
３
時

　
　
　
30
分

場
所
　
南
小
谷
駅
前
広
場

　
　
　
入
場
無
料

イ
ベ
ン
ト
内
容
に
つ
い
て

お
越
し
い
た
だ
く
際
の
注
意
事
項

南小谷駅前物産展

物
価
高
騰
等
対
策
券

有効期限

令和４年12月31日

ご
利
用
期
限
の
お
知
ら
せ

認
定
こ
ど
も
園
小
谷
村
保
育
園
が

『
信
州
や
ま
ほ
い
く
』
に

認
定
さ
れ
ま
し
た

借
入
の
返
済
に

お
困
り
の
方
、

ご
相
談
く
だ
さ
い

　
長
野
財
務
事
務
所
で
は
、
ロ
ー

ン
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
返
済
に
お
悩

み
の
方
か
ら
の
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
法
律

の
専
門
家
を
紹
介
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
歴
名
で
も
構

い
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
ひ
と
り
で

悩
ま
ず
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
受
付

　
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
12
時

　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

■
お
問
い
合
わ
せ

財
務
省
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東
財
務
局
　
長
野

財
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事
務
所
　
多
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相
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市
旭
町
１
１
０
８
長
野

第
２
合
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庁
舎
５
階
）

　
０
２
６
‐
２
３
４
‐
２
９
７

０
（
直
通
）
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※
主
に
中
山
間
地
域
で
の
初
期
消
火
、
延
焼
食
い
止
め
に
迅
速
に

対
応
で
き
る
よ
う
配
備
し
ま
す
。

南
小
谷
駅
前
物
産
展

日
時
　
11
月
26
日
（
土
）

　
　
　
午
前
11
時
30
分
～
午
後
３
時

　
　
　
30
分

場
所
　
南
小
谷
駅
前
広
場

　
　
　
入
場
無
料

イ
ベ
ン
ト
内
容
に
つ
い
て

お
越
し
い
た
だ
く
際
の
注
意
事
項

南小谷駅前物産展

物
価
高
騰
等
対
策
券

有効期限

令和４年12月31日

ご
利
用
期
限
の
お
知
ら
せ

認
定
こ
ど
も
園
小
谷
村
保
育
園
が

『
信
州
や
ま
ほ
い
く
』
に

認
定
さ
れ
ま
し
た

借
入
の
返
済
に

お
困
り
の
方
、

ご
相
談
く
だ
さ
い

　
長
野
財
務
事
務
所
で
は
、
ロ
ー

ン
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
返
済
に
お
悩

み
の
方
か
ら
の
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
法
律

の
専
門
家
を
紹
介
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
歴
名
で
も
構

い
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
ひ
と
り
で

悩
ま
ず
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
受
付

　
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
12
時

　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

■
お
問
い
合
わ
せ

財
務
省
　
関
東
財
務
局
　
長
野

財
務
事
務
所
　
多
重
債
務
専
門

相
談
窓
口

（
長
野
市
旭
町
１
１
０
８
長
野

第
２
合
同
庁
舎
５
階
）

　
０
２
６
‐
２
３
４
‐
２
９
７

０
（
直
通
）
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村
で
は
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク

チ
ン
を
使
用
し
、
初
回
接
種
を
完
了
し

た
12
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
10

月
の
厚
生
労
働
省
の
審
議
会
に
お
い
て

接
種
間
隔
の
短
縮
が
認
め
ら
れ
、
接
種

間
隔
が
５
か
月
か
ら
３
か
月
に
短
縮
さ

れ
ま
し
た
。

　
先
月
実
施
し
た
５
回
目
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
意
向
調
査
に
お
い
て
接
種
を
希
望

さ
れ
た
方
に
は
、
こ
の
接
種
間
隔
の
変

更
も
考
慮
し
た
う
え
で
接
種
日
を
割
り

振
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
順
次
ご
案
内

文
書
と
接
種
券
を
お
送
り
し
ま
す
。
接

種
時
期
は
11
月
下
旬
か
ら
令
和
５
年
３

月
ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
長
野
県
で
は
、
年
末
に
か
け
て
県
内

各
地
で
接
種
会
場
を
設
け
追
加
接
種
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
使
用
ワ
ク
チ
ン
は

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
の
モ
デ
ル
ナ
社
製

で
、
対
象
者
は
初
回
接
種
が
完
了
し
た

18
歳
以
上
の
方
で
す
。
土
曜
・
日
曜
日

の
接
種
日
が
増
え
、
安
曇
野
庁
舎
会
場

も
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
村
の
接
種
日
に

は
限
り
が
あ
る
た
め
、
休
日
接
種
や
早

め
の
接
種
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
こ

ち
ら
の
会
場
で
の
接
種
も
ご
検
討
く
だ

さ
い
。

●
長
野
県
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
運
営

　
事
務
局

　
　
０
２
６
‐
４
８
０
‐
０
４
０
０

　
通
常
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
と
他

の
ワ
ク
チ
ン
と
は
、
接
種
間
隔
を
２
週

間
以
上
空
け
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
に

限
っ
て
は
同
時
接
種
が
可
能
で
あ
り
、

ま
た
接
種
間
隔
の
制
限
も
な
く
な
り
ま

し
た
。

　
今
冬
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同
時
流
行
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
と
の
接
種
間
隔
を
気
に
す
る
こ
と
な

く
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
が
で
き
ま
す
の
で
、
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
に
も
接
種
を
ご
検
討
く
だ
さ

い
。
小
谷
村
診
療
所
で
は
、
日
時
限
定

の
予
約
制
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
行
っ
て
い
ま
す
。
予
約
枠

に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
接
種
を
ご

希
望
さ
れ
る
方
は
お
早
め
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
ま
で
、
従
来
株
の
フ
ァ
イ
ザ
ー

社
製
ワ
ク
チ
ン
を
使
用
し
初
回
接
種
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
ワ
ク
チ
ン
の

保
有
状
況
に
よ
り
令
和
５
年
１
月
末
で

初
回
接
種
を
終
了
し
ま
す
。
３
週
間
の

間
隔
を
お
い
て
２
回
の
接
種
を
行
う
必

要
が
あ
る
た
め
、
接
種
を
ご
希
望
さ
れ

る
方
は
、
11
月
11
日
（
金
）
ま
で
に
ワ

ク
チ
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
お
電
話
く

だ
さ
い
。

　
全
県
的
に
も
、
今
後
初
回
接
種
の
機

会
が
激
減
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に

接
種
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

接
種
間
隔
の
短
縮
と

今
後
の
予
定
に
つ
い
て

長
野
県
が
運
営
す
る

接
種
会
場
に
つ
い
て

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

と
の
接
種
間
隔
に
つ
い
て

初
回
接
種
（
１
・
２
回
目
）

終
了
に
つ
い
て

■
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る

　
お
問
い
合
わ
せ

　
小
谷
村
ワ
ク
チ
ン
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー

　
　
７
１
‐
７
８
８
０

　
長
野
県
内
の
事
業
場
で
働
く
全
て
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
「
長
野
県
最
低

賃
金
」
が
、
令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら

時
間
額
９
０
８
円
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
対
象
と
な
る
賃
金
は
、
通
常

の
労
働
時
間
・
労
働
日
に
対
応
す
る
賃

金
で
、
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
、
精

皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
及
び
家
族
手
当

な
ど
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

等
に
対
す
る
賃
金
の
引
き
上
げ
の
環
境

整
備
、
雇
用
の
維
持
を
図
る
た
め
の
支

援
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　「
最
低
賃
金
」
に
つ
い
て
は
、
長
野

労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室
（
　
０
２

６
‐
２
２
３
‐
０
５
５
５
）
ま
た
は
最

寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
へ

■
助
成
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

 

・
業
務
改
善
助
成
金
長
野
労
働
局
雇
用

環
境
・
均
等
室
（
　
０
２
６
‐
２
２

３
‐
０
５
６
０
）

 

・
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
　
助
成
金
　
長
野

労
働
局
職
業
対
策
課

（
　
８
０
２
６
‐
２

２
６
‐
０
８
６
６
）

長
野
県
最
低
賃
金
の

お
知
ら
せ

新型コロナウイルスワクチン接種について
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村
で
は
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク

チ
ン
を
使
用
し
、
初
回
接
種
を
完
了
し

た
12
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
10

月
の
厚
生
労
働
省
の
審
議
会
に
お
い
て

接
種
間
隔
の
短
縮
が
認
め
ら
れ
、
接
種

間
隔
が
５
か
月
か
ら
３
か
月
に
短
縮
さ

れ
ま
し
た
。

　
先
月
実
施
し
た
５
回
目
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
意
向
調
査
に
お
い
て
接
種
を
希
望

さ
れ
た
方
に
は
、
こ
の
接
種
間
隔
の
変

更
も
考
慮
し
た
う
え
で
接
種
日
を
割
り

振
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
順
次
ご
案
内

文
書
と
接
種
券
を
お
送
り
し
ま
す
。
接

種
時
期
は
11
月
下
旬
か
ら
令
和
５
年
３

月
ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
長
野
県
で
は
、
年
末
に
か
け
て
県
内

各
地
で
接
種
会
場
を
設
け
追
加
接
種
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
使
用
ワ
ク
チ
ン
は

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
の
モ
デ
ル
ナ
社
製

で
、
対
象
者
は
初
回
接
種
が
完
了
し
た

18
歳
以
上
の
方
で
す
。
土
曜
・
日
曜
日

の
接
種
日
が
増
え
、
安
曇
野
庁
舎
会
場

も
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
村
の
接
種
日
に

は
限
り
が
あ
る
た
め
、
休
日
接
種
や
早

め
の
接
種
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
こ

ち
ら
の
会
場
で
の
接
種
も
ご
検
討
く
だ

さ
い
。

●
長
野
県
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
運
営

　
事
務
局

　
　
０
２
６
‐
４
８
０
‐
０
４
０
０

　
通
常
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
と
他

の
ワ
ク
チ
ン
と
は
、
接
種
間
隔
を
２
週

間
以
上
空
け
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
に

限
っ
て
は
同
時
接
種
が
可
能
で
あ
り
、

ま
た
接
種
間
隔
の
制
限
も
な
く
な
り
ま

し
た
。

　
今
冬
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同
時
流
行
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
と
の
接
種
間
隔
を
気
に
す
る
こ
と
な

く
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
が
で
き
ま
す
の
で
、
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
に
も
接
種
を
ご
検
討
く
だ
さ

い
。
小
谷
村
診
療
所
で
は
、
日
時
限
定

の
予
約
制
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
行
っ
て
い
ま
す
。
予
約
枠

に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
接
種
を
ご

希
望
さ
れ
る
方
は
お
早
め
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
ま
で
、
従
来
株
の
フ
ァ
イ
ザ
ー

社
製
ワ
ク
チ
ン
を
使
用
し
初
回
接
種
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
ワ
ク
チ
ン
の

保
有
状
況
に
よ
り
令
和
５
年
１
月
末
で

初
回
接
種
を
終
了
し
ま
す
。
３
週
間
の

間
隔
を
お
い
て
２
回
の
接
種
を
行
う
必

要
が
あ
る
た
め
、
接
種
を
ご
希
望
さ
れ

る
方
は
、
11
月
11
日
（
金
）
ま
で
に
ワ

ク
チ
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
お
電
話
く

だ
さ
い
。

　
全
県
的
に
も
、
今
後
初
回
接
種
の
機

会
が
激
減
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に

接
種
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

接
種
間
隔
の
短
縮
と

今
後
の
予
定
に
つ
い
て

長
野
県
が
運
営
す
る

接
種
会
場
に
つ
い
て

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

と
の
接
種
間
隔
に
つ
い
て

初
回
接
種
（
１
・
２
回
目
）

終
了
に
つ
い
て

■
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る

　
お
問
い
合
わ
せ

　
小
谷
村
ワ
ク
チ
ン
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー

　
　
７
１
‐
７
８
８
０

　
長
野
県
内
の
事
業
場
で
働
く
全
て
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
「
長
野
県
最
低

賃
金
」
が
、
令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら

時
間
額
９
０
８
円
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
対
象
と
な
る
賃
金
は
、
通
常

の
労
働
時
間
・
労
働
日
に
対
応
す
る
賃

金
で
、
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
、
精

皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
及
び
家
族
手
当

な
ど
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

等
に
対
す
る
賃
金
の
引
き
上
げ
の
環
境

整
備
、
雇
用
の
維
持
を
図
る
た
め
の
支

援
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　「
最
低
賃
金
」
に
つ
い
て
は
、
長
野

労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室
（
　
０
２

６
‐
２
２
３
‐
０
５
５
５
）
ま
た
は
最

寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
へ

■
助
成
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

 

・
業
務
改
善
助
成
金
長
野
労
働
局
雇
用

環
境
・
均
等
室
（
　
０
２
６
‐
２
２

３
‐
０
５
６
０
）

 

・
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
　
助
成
金
　
長
野

労
働
局
職
業
対
策
課

（
　
８
０
２
６
‐
２

２
６
‐
０
８
６
６
）

長
野
県
最
低
賃
金
の

お
知
ら
せ

新型コロナウイルスワクチン接種について
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出典：https://irie.or.jp/download/tounyou_keiji_h2804.pdf

　
日
常
的
に
塩
分
を
摂
り
す
ぎ
る

こ
と
は
、
高
血
圧
、
そ
れ
を
原
因

と
す
る
脳
血
管
疾
患
、
虚
血
性
心

疾
患
、
慢
性
腎
臓
病
な
ど
の
要
因

に
な
る
と
言
わ
れ
、「
減
塩
」
の

必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　『
自
身
が
日
頃
ど
れ
く
ら
い
の

塩
分
を
摂
っ
て
い
る
の
か
』
を
知

る
た
め
に
、
小
谷
村
で
は
試
験
的

に〝
尿
中
塩
分
推
定
摂
取
量
検
査
〞

を
以
下
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま

す
。

　
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
役
場

健
康
推
進
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

■
対
象
者

　
小
谷
村
に
住
所
を
有
す
る
方

（
各
検
査
日
に
つ
き
先
着
５
名
ま

で
） 尿検査で１日の

推定塩分摂取量を
測って
みませんか？

■
検
査
尿
提
出
日
時
及
び

　結
果
受
取
り
日
な
ど

　
検
査
尿
は
役
場
健
康
推
進
係
へ

提
出
し
て
い
た
だ
き
、
結
果
は
１

週
間
後
目
安
に
お
渡
し
し
ま
す
。

■
検
査
費
用

　
1
回
３
０
０
円

■
そ
の
他

　
希
望
さ
れ
る
方
へ
は
事
前
に
検

査
用
尿
容
器
を
お
渡
し
し
ま
す
の

で
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係

　

　８
２
‐
２
５
７
０

ま
め
ま
め
知
識
№104№104

長
野
県
の
一
人
当
た
り
の

塩
分
摂
取

普段食べているものにはどれくらいの塩分が入っているの？

　
小
谷
村
は
１
年
を
通
し
て
お
い

し
い
も
の
が
い
っ
ぱ
い
。し
か
し
、

漬
物
を
食
べ
た
り
、
酒
の
つ
ま
み

に
塩
辛
い
も
の
を
食
べ
た
り
と
塩

分
の
摂
り
す
ぎ
に
つ
な
が
っ
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
塩
分
の

摂
り
す
ぎ
は
将
来
的
に
心
筋
梗
塞

や
脳
卒
中
、
腎
臓
病
に
な
る
危
険

が
あ
り
ま
す
。
最
近
は
減
塩
の
醤

油
や
味
噌
等
を
見
る
機
会
も
多
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
減
塩
に
気
を

付
け
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
は
思
い
ま
す

が
、
自
分
が
ど
れ

く
ら
い
塩
分
を

摂
っ
て
い
る
か
振

り
返
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

　
長
野
県
の
塩
分
摂
取
量
は
男
性

で
全
国
３
位
、
女
性
で
全
国
１
位

と
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
な
っ
て
い
ま

す
。
成
人
の
１
日
あ
た
り
の
塩
分

摂
取
量
の
目
安
と
し
て
男
性
で
は

７
・
５
g
未
満
、
女
性
で
は
６
・

５
g
未
満
と
さ
れ
て
お
り
、
長
野

県
は
そ
の
目
安
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
１
日
ど
れ
く
ら
い
塩
分
を

摂
取
し
て
い
ま
し
た
か
？
目

標
に
近
づ
く
よ
う
減
塩
の
工

夫
を
し
て
み
る
の
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？

　
こ
こ
で
は
様
々
な
食
材
の

塩
分
量
を
紹
介
し
て
き
ま
し

た
が
、『
自
身
が
ど
れ
く
ら

い
の
塩
分
を
摂
っ
て
い
る
の

か
を
知
る
た
め
に
、
小
谷
村

で
は
試
験
的
に
〝
尿
中
塩
分

推
定
摂
取
量
検
査
〞
を
実
施

し
ま
す
。
詳
細
は
次
の
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
検
査

を
ご
希
望
さ
れ
る
方
、
不
明

な
点
な
ど
あ
る
方
は
健
康
推

進
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係

　

　８
２
‐
２
５
７
０

食塩摂取量都道府県ランキング

※数値は年齢調整した食塩摂取量の平均値
（厚生労働省「平成 28 年国民健康・栄養調査」）

食塩
摂取量の
目安 厚生労働省「日本人の食事摂取基準」（2020 年版）

男性 7.5g未満 女性 6.5g未満

順位 男　性 女　性

１位 宮城県  11.9 長野県  10.1

２位 福島県  11.9 福島県    9.9

３位 長野県  11.8 山形県    9.8

　「
対
話
と
共
創
」
の
県
政
を
推
進
す
る
た
め
、
知
事
が
県
内
す
べ

て
の
市
町
村
を
訪
問
し
、
市
町
村
長
や
県
民
の
皆
様
と
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
語
り
合
う
「
知
事
と
の
県
民
対
話
集
会
」
が
小
谷
村
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

■
開
催
日
　
令
和
４
年
11
月
25
日
（
金
）

■
概

　要

　〈
時
　
間
〉　
午
前
10
時
30
分
か
ら
12
時
ま
で

　〈
場
　
所
〉　
小
谷
村
役
場
　
多
目
的
ホ
ー
ル

　〈
テ
ー
マ
〉　『
観
光
地
と
し
て
の
景
観
向
上
』

■
参
加
申
込

　
会
場
準
備
の
関
係
な
ど
か
ら
、
参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、
役
場

総
務
課
庶
務
係
ま
で
電
話
又
は
メ
ー
ル
（
氏
名
・
住
所
・
電
話
番

号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
）
に
よ
り
、
11
月
16
日
（
水
）
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
８
２
‐
２
０
２
４
（
総
務
課
庶
務
係
）

　
　soumu@vill.otari.nagano.jp

※
参
加
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
申
込
期
限
よ
り
前
に
受
付
を
締

め
切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
庶
務
係

　
　８
２
‐
２
０
２
４

知
事
と
の
県
民
対
話
集
会
が

小
谷
村
で
開
催
さ
れ
ま
す

検査尿の提出日
（時間：午前９時～10時）

結果の受取り日

11月17日（木） 11月24日（木）

12月19日（月） 12月26日（月）

令和５年１月17日（火） １月24日（火）

２月17日（金） ２月24日（金）

３月17日（金） ３月24日（金）

　
松
本
職
業
安
定
協
会
、
大
町
職

業
安
定
協
会
、
松
本
公
共
職
業
安

定
所
及
び
大
町
公
共
職
業
安
定
所

の
共
催
で
、
令
和
５
年
３
月
新
規

大
学
・
短
期
大
学
・
専
修
学
校
卒

業
予
定
者
及
び
一
般
若
年
者
を
対

象
に
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日
時

　
令
和
４
年
11
月
21
日
（
月
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

■
場

　所

　
ホ
テ
ル
　
ブ
エ
ナ
ビ
ス
タ

　（
松
本
市
本
庄
１
‐
２
‐
１
）

■
参
加
予
定
企
業

　
松
本
・
塩
尻
・
安
曇
野
・
東
筑
・

大
地
域
に
就
業
場
所
を
持
つ
企
業

■
そ
の
他

※
事
業
所
の
人
事
担
当
者
と
直
接

面
接
が
で
き
ま
す
。

※
当
日
は
マ
ス
ク
着
用
で
の
ご
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

の
情
勢
に
よ
り
面
接
会
を
中
止

と
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
町

　
　
０
２
６
１
‐
２
２
‐
０
３
４
０

企
業
就
職
面
接
会

　
　
　   

in 

松
本



（7）　広報おたり　令和４年 11 月号 広報おたり　令和４年 11 月号（6）

出典：https://irie.or.jp/download/tounyou_keiji_h2804.pdf

　
日
常
的
に
塩
分
を
摂
り
す
ぎ
る

こ
と
は
、
高
血
圧
、
そ
れ
を
原
因

と
す
る
脳
血
管
疾
患
、
虚
血
性
心

疾
患
、
慢
性
腎
臓
病
な
ど
の
要
因

に
な
る
と
言
わ
れ
、「
減
塩
」
の

必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　『
自
身
が
日
頃
ど
れ
く
ら
い
の

塩
分
を
摂
っ
て
い
る
の
か
』
を
知

る
た
め
に
、
小
谷
村
で
は
試
験
的

に〝
尿
中
塩
分
推
定
摂
取
量
検
査
〞

を
以
下
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま

す
。

　
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
役
場

健
康
推
進
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

■
対
象
者

　
小
谷
村
に
住
所
を
有
す
る
方

（
各
検
査
日
に
つ
き
先
着
５
名
ま

で
） 尿検査で１日の

推定塩分摂取量を
測って
みませんか？

■
検
査
尿
提
出
日
時
及
び

　結
果
受
取
り
日
な
ど

　
検
査
尿
は
役
場
健
康
推
進
係
へ

提
出
し
て
い
た
だ
き
、
結
果
は
１

週
間
後
目
安
に
お
渡
し
し
ま
す
。

■
検
査
費
用

　
1
回
３
０
０
円

■
そ
の
他

　
希
望
さ
れ
る
方
へ
は
事
前
に
検

査
用
尿
容
器
を
お
渡
し
し
ま
す
の

で
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係

　

　８
２
‐
２
５
７
０

ま
め
ま
め
知
識
№104№104

長
野
県
の
一
人
当
た
り
の

塩
分
摂
取

普段食べているものにはどれくらいの塩分が入っているの？

　
小
谷
村
は
１
年
を
通
し
て
お
い

し
い
も
の
が
い
っ
ぱ
い
。し
か
し
、

漬
物
を
食
べ
た
り
、
酒
の
つ
ま
み

に
塩
辛
い
も
の
を
食
べ
た
り
と
塩

分
の
摂
り
す
ぎ
に
つ
な
が
っ
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
塩
分
の

摂
り
す
ぎ
は
将
来
的
に
心
筋
梗
塞

や
脳
卒
中
、
腎
臓
病
に
な
る
危
険

が
あ
り
ま
す
。
最
近
は
減
塩
の
醤

油
や
味
噌
等
を
見
る
機
会
も
多
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
減
塩
に
気
を

付
け
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
は
思
い
ま
す

が
、
自
分
が
ど
れ

く
ら
い
塩
分
を

摂
っ
て
い
る
か
振

り
返
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

　
長
野
県
の
塩
分
摂
取
量
は
男
性

で
全
国
３
位
、
女
性
で
全
国
１
位

と
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
な
っ
て
い
ま

す
。
成
人
の
１
日
あ
た
り
の
塩
分

摂
取
量
の
目
安
と
し
て
男
性
で
は

７
・
５
g
未
満
、
女
性
で
は
６
・

５
g
未
満
と
さ
れ
て
お
り
、
長
野

県
は
そ
の
目
安
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
１
日
ど
れ
く
ら
い
塩
分
を

摂
取
し
て
い
ま
し
た
か
？
目

標
に
近
づ
く
よ
う
減
塩
の
工

夫
を
し
て
み
る
の
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？

　
こ
こ
で
は
様
々
な
食
材
の

塩
分
量
を
紹
介
し
て
き
ま
し

た
が
、『
自
身
が
ど
れ
く
ら

い
の
塩
分
を
摂
っ
て
い
る
の

か
を
知
る
た
め
に
、
小
谷
村

で
は
試
験
的
に
〝
尿
中
塩
分

推
定
摂
取
量
検
査
〞
を
実
施

し
ま
す
。
詳
細
は
次
の
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
検
査

を
ご
希
望
さ
れ
る
方
、
不
明

な
点
な
ど
あ
る
方
は
健
康
推

進
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係

　

　８
２
‐
２
５
７
０

食塩摂取量都道府県ランキング

※数値は年齢調整した食塩摂取量の平均値
（厚生労働省「平成 28 年国民健康・栄養調査」）

食塩
摂取量の
目安 厚生労働省「日本人の食事摂取基準」（2020 年版）

男性 7.5g未満 女性 6.5g未満

順位 男　性 女　性

１位 宮城県  11.9 長野県  10.1

２位 福島県  11.9 福島県    9.9

３位 長野県  11.8 山形県    9.8

　「
対
話
と
共
創
」
の
県
政
を
推
進
す
る
た
め
、
知
事
が
県
内
す
べ

て
の
市
町
村
を
訪
問
し
、
市
町
村
長
や
県
民
の
皆
様
と
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
語
り
合
う
「
知
事
と
の
県
民
対
話
集
会
」
が
小
谷
村
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

■
開
催
日
　
令
和
４
年
11
月
25
日
（
金
）

■
概

　要

　〈
時
　
間
〉　
午
前
10
時
30
分
か
ら
12
時
ま
で

　〈
場
　
所
〉　
小
谷
村
役
場
　
多
目
的
ホ
ー
ル

　〈
テ
ー
マ
〉　『
観
光
地
と
し
て
の
景
観
向
上
』

■
参
加
申
込

　
会
場
準
備
の
関
係
な
ど
か
ら
、
参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、
役
場

総
務
課
庶
務
係
ま
で
電
話
又
は
メ
ー
ル
（
氏
名
・
住
所
・
電
話
番

号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
）
に
よ
り
、
11
月
16
日
（
水
）
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
８
２
‐
２
０
２
４
（
総
務
課
庶
務
係
）

　
　soumu@vill.otari.nagano.jp

※
参
加
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
申
込
期
限
よ
り
前
に
受
付
を
締

め
切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
庶
務
係

　
　８
２
‐
２
０
２
４

知
事
と
の
県
民
対
話
集
会
が

小
谷
村
で
開
催
さ
れ
ま
す

検査尿の提出日
（時間：午前９時～10時）

結果の受取り日

11月17日（木） 11月24日（木）

12月19日（月） 12月26日（月）

令和５年１月17日（火） １月24日（火）

２月17日（金） ２月24日（金）

３月17日（金） ３月24日（金）

　
松
本
職
業
安
定
協
会
、
大
町
職

業
安
定
協
会
、
松
本
公
共
職
業
安

定
所
及
び
大
町
公
共
職
業
安
定
所

の
共
催
で
、
令
和
５
年
３
月
新
規

大
学
・
短
期
大
学
・
専
修
学
校
卒

業
予
定
者
及
び
一
般
若
年
者
を
対

象
に
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日
時

　
令
和
４
年
11
月
21
日
（
月
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

■
場

　所

　
ホ
テ
ル
　
ブ
エ
ナ
ビ
ス
タ

　（
松
本
市
本
庄
１
‐
２
‐
１
）

■
参
加
予
定
企
業

　
松
本
・
塩
尻
・
安
曇
野
・
東
筑
・

大
地
域
に
就
業
場
所
を
持
つ
企
業

■
そ
の
他

※
事
業
所
の
人
事
担
当
者
と
直
接

面
接
が
で
き
ま
す
。

※
当
日
は
マ
ス
ク
着
用
で
の
ご
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

の
情
勢
に
よ
り
面
接
会
を
中
止

と
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
町

　
　
０
２
６
１
‐
２
２
‐
０
３
４
０

企
業
就
職
面
接
会

　
　
　   

in 

松
本



（9）　広報おたり　令和４年 11 月号 広報おたり　令和４年 11 月号（8）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
①

「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
」
っ
て
？

　「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
」
と
い

う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
？
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
と
は

直
訳
す
る
と
「
歯
・
口
の
機
能
の

虚
弱
」
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　「
噛
む
」「
飲
み
込
む
」「
話
す
」

な
ど
の
口
腔
機
能
が
加
齢
な
ど
に

よ
り
衰
え
る
こ
と
が
原
因
と
な
り

起
こ
り
ま
す
。
食
べ

こ
ぼ
し
や
む
せ
、
固

い
も
の
が
噛
み
に
く

い
、
滑
舌
の
悪
化
、

口
の
中
が
乾
く
な
ど

の
症
状
が
現
れ
ま

す
。
噛
む
力
が
衰
え

て
固
い
も
の
が
食
べ

に
く
く
な
る
と
、
や

わ
ら
か
い
も
の
ば
か

り
食
べ
る
よ
う
に
な

り
、
噛
む
た
め
に
必

要
な
筋
力
が
さ
ら
に

低
下
し
、
さ
ら
に
噛

む
力
が
衰
え
る
と

い
っ
た
悪
循
環
に
陥

り
や
す
く
な
り
ま

す
。
結
果
的
に
口
腔

機
能
の
衰
え
は
、
食

欲
の
低
下
、
さ
ら
に

は
全
身
の
機
能
低
下
へ
と
進
み
、

要
介
護
状
態
へ
と
つ
な
が
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
左
表
の
項
目
い
く
つ

当
て
は
ま
り
ま
す
か
？
合
計
の
点

数
が
４
点
以
上
に
な
る
と
オ
ー
ラ

ル
フ
レ
イ
ル
の
可
能
性
が
高
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
硬
い
も
の
を
し
っ
か
り
食
べ
ら

れ
る
よ
う
歯
科
受
診
す
る
よ
う
に

し
た
り
、
歯
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

す
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
噛
む

力
を
維
持
す
る
た
め
に
口
の
体
操

を
行
っ
た
り
、
虫
歯
や
歯
周
病
の

原
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
唾
液
分
泌

の
減
少
を
改
善
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
自
宅
で
簡

単
に
で
き
る
口
の
体
操
を
紹
介
し

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

８
２
‐
３
１
３
５

認
知
症
勉
強
会
を
開
催
し
ま
す

　
誰
も
が
安
心
し
て
住
み
慣
れ

た
地
域
で
暮
ら
せ
る
仕
組
み

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

と
し
て
、
認
知
症
へ
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
は
大
切
な
事
の
ひ

と
つ
で
す
。

　
認
知
症
は
介
護
が
必
要
に
な

る
原
因
の
第
一
位
で
す
。
超
高

齢
社
会
を
迎
え
た
現
代
で
は
、

誰
も
が
認
知
症
に
な
っ
た
り
、

認
知
症
の
人
に
接
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
認
知
症
と
い
う
病
気
、
そ
し

て
そ
の
予
防
法
を
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

■
日

　時

　
令
和
４
年
11
月
11
日
（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
～
12
時

■
場

　所

　
小
谷
村
役
場

　
２
階
　
視
聴
覚
室

■
テ
ー
マ

　
認
知
症
の
予
防

■
講

　師

　
荻
原
　
朋
美
氏

（
北
ア
ル
プ
ス
医
療
セ
ン

タ
ー
あ
づ
み
病
院
　
認
知
症

疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
長
）

※
講
師
が
事
前
に
ま
と
め
た
Ｄ

Ⅴ
Ｄ
を
会
場
で
視
聴
し
ま

す
。

■
参
加
費
　
無
料

■
参
加
定
員
　
先
着
40
名

■
申
込
み
期
限

　
11
月
８
日
（
火
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

　
８
２
‐
３
１
３
５

　
あ
わ
せ
て
『
認
知
症
パ
ネ
ル

展
示
』
を
役
場
１
階
廊
下
に
て

行
い
ま
す
。

■
期
間

　
10
月
31
日
（
月
）
～

　
11
月
11
日
（
金
）

　

■
日

　時
　
12
月
６
日
（
火
）

　
午
後
１
時
～
４
時

■
場

　所

　
小
谷
村
役
場

　
２
階
　
２
０
４
会
議
室

■
相
談
内
容

　
近
隣
、
家
庭
、
相
続
、
い
じ
め
、

女
性
差
別
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
等

■
相
談
担
当
者
　
人
権
擁
護
委
員

■
そ
の
他

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
長
野
地
方
法
務
局
大
町
支
局

　
総
務
係

　
　

２
２
‐
０
３
７
９
　
　

　
住
民
福
祉
課
住
民
係

　
　
８
２
‐
２
５
８
１

特
設
人
権
相
談
所
の

開
設
に
つ
い
て

　
口
座
振
替
を
指
定
さ
れ
て
い
る

方
は
11
月
25
日
（
金
）
に
振
替
え

ま
す
の
で
、
口
座
の
残
高
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
25
日
の
定
期
振
替

が
で
き
な
か
っ
た
方
は
、
12
月
12

日
（
月
）
に
再
振
替
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 11

　
月

今
月
の
納
税

小
谷
村
農
業
委
員
会

令
和
４
年
度

定
例
会
の
お
知
ら
せ

次
回
の
開
会
予
定

　
11
月
16
日
（
水
）

　
午
前
８
時
30
分
か
ら

■
お
問
い
合
わ
せ

　
小
谷
村
農
業
委
員
会
事
務
局

　（
観
光
地
域
振
興
課
農
林
係
）

　
　
８
２‐

２
５
８
８

税  

目

期  

別

納
期
限

国
民
健
康
保
険
税

６
期

11
月
30
日（
水
）

税  

目

期  

別

納
期
限

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

５
期

11
月
30
日（
水
）

●あかちゃん ●お悔やみ

※出生・死亡・婚姻は希望掲載です。住民だより （令和４年９月届出分）

年齢 地区 親族氏　名

横川　恭子 92歳 姫川温泉 寛

宮澤　壽男 85歳 峯・立屋・若栗 徹

花岡　濱子 93歳 土倉 克榮

年齢 地区 親族氏　名

山崎　國男 88歳 下里瀬 あけみ

元村　　　 95歳 北雨中 藤本 圭子

該当なし

人権イメージキャラクター
人KENまもる君・人KENあゆみちゃん

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
に

な
ら
な
い
た
め
に
は

①
口
周
り
の
筋
肉
を
強
く

　す
る
体
操

口
の
開
閉
と
舌
の
ス
ト
レ
ッ
チ

①「ア」の発音のよう
にゆっくり大きく
口を開けます。

②しっかり口を閉じて、
口の両端に力を入れな
がら、舌を上あごに押
し付けるようにして奥
歯を噛みしめます。

舌
の
ス
ト
レ
ッ
チ①口を大きく

開けて、舌
をできるだ
け 出 し ま
す。

②上唇を舌先
で 触 り ま
す。

③左右の口角（こうかく）
を舌先で触ります。

①頬をふくらませて、
舌を上あごに押し
付けて、口から息
が漏れないように
こらえます。

②息を吸うように口
をすぼめます。

※口輪筋は口の周りを取
り囲んでいる筋肉で、
口を開けたり閉じたり
する時にはたらきます。

口
輪
筋
の
運
動

こ
う
り
ん
き
ん

②
唾
液
の
分
泌
を
良
く
す
る

　マ
ッ
サ
ー
ジ

耳の前、上の奥歯
のあたり

耳
下
腺

 

じ

　か  

せ
ん

あごの骨の内側の
柔らかい部分

顎
下
腺

が
っ 

か  

せ
ん

あごの先の内側、
舌の付け根

舌
下
腺

ぜ
っ 

か  

せ
ん

https://activesenior-f-and-n.
com/frail/oral_frail.html

０～２点
オーラルフレイルの
危険性は低い

出典：東京大学高齢社会総合研究機構　田中友規、飯島勝也：作表を元に作図

３点
オーラルフレイルの
危険性あり

４点以上
オーラルフレイルの
危険性が高い

合計の点数

オーラルフレイルのチェック項目 はい いいえ
半年前と比べて、堅いものが食べにくくなった ２
お茶や汁物でむせることがある ２
義歯を入れている ２
口の乾きが気になる １
半年前と比べて、外出が少なくなった １
さきイカ・たくあんくらいの堅さの食べ物をかむことができる １
１日に２回以上、歯を磨く １
１年に１回以上、歯医者に行く １

危険性が高い

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
②

出

　典



（9）　広報おたり　令和４年 11 月号 広報おたり　令和４年 11 月号（8）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
①

「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
」
っ
て
？

「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
」
と
い

う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
？
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
と
は

直
訳
す
る
と
「
歯
・
口
の
機
能
の

虚
弱
」
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

「
噛
む
」「
飲
み
込
む
」「
話
す
」

な
ど
の
口
腔
機
能
が
加
齢
な
ど
に

よ
り
衰
え
る
こ
と
が
原
因
と
な
り

起
こ
り
ま
す
。
食
べ

こ
ぼ
し
や
む
せ
、
固

い
も
の
が
噛
み
に
く

い
、
滑
舌
の
悪
化
、

口
の
中
が
乾
く
な
ど

の
症
状
が
現
れ
ま

す
。
噛
む
力
が
衰
え

て
固
い
も
の
が
食
べ

に
く
く
な
る
と
、
や

わ
ら
か
い
も
の
ば
か

り
食
べ
る
よ
う
に
な

り
、
噛
む
た
め
に
必

要
な
筋
力
が
さ
ら
に

低
下
し
、
さ
ら
に
噛

む
力
が
衰
え
る
と

い
っ
た
悪
循
環
に
陥

り
や
す
く
な
り
ま

す
。
結
果
的
に
口
腔

機
能
の
衰
え
は
、
食

欲
の
低
下
、
さ
ら
に

は
全
身
の
機
能
低
下
へ
と
進
み
、

要
介
護
状
態
へ
と
つ
な
が
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
は
左
表
の
項
目
い
く
つ

当
て
は
ま
り
ま
す
か
？
合
計
の
点

数
が
４
点
以
上
に
な
る
と
オ
ー
ラ

ル
フ
レ
イ
ル
の
可
能
性
が
高
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

硬
い
も
の
を
し
っ
か
り
食
べ
ら

れ
る
よ
う
歯
科
受
診
す
る
よ
う
に

し
た
り
、
歯
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

す
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
噛
む

力
を
維
持
す
る
た
め
に
口
の
体
操

を
行
っ
た
り
、
虫
歯
や
歯
周
病
の

原
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
唾
液
分
泌

の
減
少
を
改
善
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
自
宅
で
簡

単
に
で
き
る
口
の
体
操
を
紹
介
し

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

８
２
‐
３
１
３
５

認
知
症
勉
強
会
を
開
催
し
ま
す

　
誰
も
が
安
心
し
て
住
み
慣
れ

た
地
域
で
暮
ら
せ
る
仕
組
み

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

と
し
て
、
認
知
症
へ
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
は
大
切
な
事
の
ひ

と
つ
で
す
。

　
認
知
症
は
介
護
が
必
要
に
な

る
原
因
の
第
一
位
で
す
。
超
高

齢
社
会
を
迎
え
た
現
代
で
は
、

誰
も
が
認
知
症
に
な
っ
た
り
、

認
知
症
の
人
に
接
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
認
知
症
と
い
う
病
気
、
そ
し

て
そ
の
予
防
法
を
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

■
日

　時

令
和
４
年
11
月
11
日
（
金
）

午
前
10
時
30
分
～
12
時

■
場

　所

小
谷
村
役
場

２
階
　
視
聴
覚
室

■
テ
ー
マ

認
知
症
の
予
防

■
講

　師

荻
原
　
朋
美
氏

（
北
ア
ル
プ
ス
医
療
セ
ン

タ
ー
あ
づ
み
病
院
　
認
知
症

疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
長
）

※
講
師
が
事
前
に
ま
と
め
た
Ｄ

Ⅴ
Ｄ
を
会
場
で
視
聴
し
ま

す
。

■
参
加
費
　
無
料

■
参
加
定
員
　
先
着
40
名

■
申
込
み
期
限

11
月
８
日
（
火
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
８
２
‐
３
１
３
５

　
あ
わ
せ
て
『
認
知
症
パ
ネ
ル

展
示
』
を
役
場
１
階
廊
下
に
て

行
い
ま
す
。

■
期
間

10
月
31
日
（
月
）
～

11
月
11
日
（
金
）

■
日

　時

12
月
６
日
（
火
）

　
午
後
１
時
～
４
時

■
場

　所

小
谷
村
役
場

２
階
　
２
０
４
会
議
室

■
相
談
内
容

近
隣
、
家
庭
、
相
続
、
い
じ
め
、

女
性
差
別
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
等

■
相
談
担
当
者
　
人
権
擁
護
委
員

■
そ
の
他

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

長
野
地
方
法
務
局
大
町
支
局

総
務
係

　
　

２
２
‐
０
３
７
９
　
　

　
住
民
福
祉
課
住
民
係

　
　
８
２
‐
２
５
８
１

特
設
人
権
相
談
所
の

開
設
に
つ
い
て

　
口
座
振
替
を
指
定
さ
れ
て
い
る

方
は
11
月
25
日
（
金
）
に
振
替
え

ま
す
の
で
、
口
座
の
残
高
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
25
日
の
定
期
振
替

が
で
き
な
か
っ
た
方
は
、
12
月
12

日
（
月
）
に
再
振
替
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 11

月

今
月
の
納
税

小
谷
村
農
業
委
員
会

令
和
４
年
度

定
例
会
の
お
知
ら
せ

次
回
の
開
会
予
定

　
11
月
16
日
（
水
）

　
午
前
８
時
30
分
か
ら

■
お
問
い
合
わ
せ

小
谷
村
農
業
委
員
会
事
務
局

　（
観
光
地
域
振
興
課
農
林
係
）

　
　
８
２‐

２
５
８
８

税

目

期

別

納
期
限

国
民
健
康
保
険
税

６
期

11
月
30
日（
水
）

税

目

期

別

納
期
限

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

５
期

11
月
30
日（
水
）

人権イメージキャラクター
人KENまもる君・人KENあゆみちゃん

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
に

な
ら
な
い
た
め
に
は

①
口
周
り
の
筋
肉
を
強
く

す
る
体
操

口
の
開
閉
と
舌
の
ス
ト
レ
ッ
チ

①「ア」の発音のよう
にゆっくり大きく
口を開けます。

②しっかり口を閉じて、
口の両端に力を入れな
がら、舌を上あごに押
し付けるようにして奥
歯を噛みしめます。

舌
の
ス
ト
レ
ッ
チ①口を大きく

開けて、舌
をできるだ
け 出 し ま
す。

②上唇を舌先
で 触 り ま
す。

③左右の口角（こうかく）
を舌先で触ります。

①頬をふくらませて、
舌を上あごに押し
付けて、口から息
が漏れないように
こらえます。

②息を吸うように口
をすぼめます。

※口輪筋は口の周りを取
り囲んでいる筋肉で、
口を開けたり閉じたり
する時にはたらきます。

口
輪
筋
の
運
動

こ
う
り
ん
き
ん

②
唾
液
の
分
泌
を
良
く
す
る

マ
ッ
サ
ー
ジ

耳の前、上の奥歯
のあたり

耳
下
腺

じ

か 

せ
ん

あごの骨の内側の
柔らかい部分

顎
下
腺

が
っ 

か 

せ
ん

あごの先の内側、
舌の付け根

舌
下
腺

ぜ
っ 

か
せ
ん

https://activesenior-f-and-n.
com/frail/oral_frail.html

０～２点
オーラルフレイルの
危険性は低い

出典：東京大学高齢社会総合研究機構　田中友規、飯島勝也：作表を元に作図

３点
オーラルフレイルの
危険性あり

４点以上
オーラルフレイルの
危険性が高い

合計の点数

オーラルフレイルのチェック項目 はい いいえ
半年前と比べて、堅いものが食べにくくなった ２
お茶や汁物でむせることがある ２
義歯を入れている ２
口の乾きが気になる １
半年前と比べて、外出が少なくなった １
さきイカ・たくあんくらいの堅さの食べ物をかむことができる １
１日に２回以上、歯を磨く １
１年に１回以上、歯医者に行く １

危険性が高い

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
②

出

典


